
今後の方向性（課題、改善提案等）

拡充
継続

見直し
廃止

今年度はモデル事業として５日間の実施であったが、利用者が延べ７０名であったことや本事業に対して利用者から継続を望む声など、好意的な意見が多数あったことから、今後
も事業実施について検討すべき事業である。

○

自習室の運営に学生ボランティアの協力を
得ることにより、学習面での助言や日頃の悩
みに対する相談など、自主学習以外での効
果も想定でき、効率的な事業運営につなが
る。

⑤自立発展性 総合評価

○

地域で開設している「子どもの居場所」
の機能の一つとして、自立発展していく
可能性がある。

◎

区役所に自主学習の場として、静かで勉強に集中できる環境を提供することにより、
多くの中学・高校生の利用に繋がり、自主学習の定着の一助となった。

①妥当性 ②協働の視点 ③インパクト ④効率性

◎

本事業を通じて、自ら学習する機会が提
供されることにより、自主学習の習慣や
学習意欲の向上につながると考えられ
る。 ○

本事業は、区が主体となって区役所内
の会議室に開設したが、運営には学生
ボランティアの協力を得ている。

○

図書館が併設されている区役所内に自
習室を開設することにより、よりよい自
主学習環境の提供につながる。

R1

中学・高校生に学習の場を提供することにより、自主学
習の推進を図ることを目的とする。

以下のとおり自習室を開設

開設時間　　９時～１７時３０分
席　　　数　　２８席
対  象 者　　北区在住、在学の中学・高校生
運　　　営　　中学・高校生の自習の場を提供
　　　　　　　　受付及び支援者として、学生２名を配置

利用者数 － － ７０名

北区　区域まちづくり事業　効果検証シート

事業名称 実施主体

北区自習室 北区役所　企画総務課

事業目的 事業内容 活動指標 H29 H30


